
 令和４年 教育委員会 

 

第９回 定例会 議事日程 
 

                  令和４年５月24日（火） 

 

第１ 議 案 

【 指導課 】 

（１）議案第17号「幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例」 

 

第２ 報 告 

【 子ども総務課・子ども施設課 】 

（１）住民監査請求に基づく監査の結果について（報告）【秘密会】 

【 子ども支援課 】 

 （１）幼稚園・保育園・こども園・認定こども園等の在籍状況（令和４年５月

１日時点） 

【 児童・家庭支援センター 】 

 （１）令和４年度 学童クラブ学年別在籍状況（令和４年５月１日現在） 

【 学務課 】 

 （１）令和４年度 学級編制（令和４年５月１日現在の児童・生徒・学級数）に

ついて 

【 指導課 】 

 （１）令和５年度使用教科用図書採択について 

  （２）リバウンド警戒期間の終了に伴う学校の対応について 

  （３）いじめ、不登校、白鳥教室の状況について（４月） 

 

第３ その他 

【 子ども総務課 】 

 （１）教育委員会行事予定表 

  （２）広報千代田（６月５日号） 
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議案第 17 号

   幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

幼稚園教育職員の給与に関する条例（平成 12 年千代田区条例第 35 号）の一部

を次のように改正する。

第 17 条第３項中「6,400 円」を「１万 6,000 円」に改める。

   附  則

（施行期日等）

１ この条例は、公布の日から施行する。

２ この条例による改正後の幼稚園教育職員の給与に関する条例（以下「改正後

の条例」という。）第 17 条第３項の規定は、令和４年４月１日以後の勤務に

係る教員特殊業務手当について適用し、同日前の勤務に係る教員特殊業務手

当については、なお従前の例による。

（教員特殊業務手当の内払）

３ 改正後の条例第 17 条第３項の規定を適用する場合においては、この条例に

よる改正前の幼稚園教育職員の給与に関する条例の規定に基づいて支給された

教員特殊業務手当は、改正後の条例の規定による教員特殊業務手当の内払とみ

なす。



教 育 委 員 会 資 料

令和４年５月 24 日

指 導 課

幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部改正について

１ 趣 旨

東京都や他団体との均衡を図るため、教員特殊業務手当の見直しを行う。

２ 改正内容

  教員特殊業務手当の上限額を、教員特殊業務に従事した日１日につき 6,400 円を

１万 6,000 円に改正する。

３ 改正する条例

幼稚園教育職員の給与に関する条例

４ 新旧対照表

  別紙のとおり

５ 施行期日

  公布の日。ただし、令和４年４月１日以後の勤務に係る教員特殊業務手当につい

て適用し、同日前の勤務に係る教員特殊業務手当については、なお従前の例による。
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別 紙

新旧対照表（抄）

○幼稚園教育職員の給与に関する条例

新（改正後） 旧（現 行）

（特殊勤務手当） （特殊勤務手当）

第16条 （現行に同じ） 第16条 著しく危険、不快、不健康又は困難な勤

務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考

慮を必要とし、かつ、その特殊性を給料で考慮

することが適当でないと認められるものに従事

する職員には、その勤務の特殊性に応じて特殊

勤務手当を支給する。

２ （現行に同じ） ２ 特殊勤務手当の支給額は、当該職員の給料の

100分の25を超えない範囲内において定める。た

だし、職務の性質により特別の必要がある場合

は、この限りでない。

第17条 （現行に同じ） 第17条 職員に支給する特殊勤務手当は、教員特

殊業務手当とする。

２ （現行に同じ） ２ 教員特殊業務手当は、職員が幼稚園の管理下

において行う非常災害時等の緊急業務に従事し

た場合で、当該業務が心身に著しい負担を与え

る程度のもの（人事委員会の承認を得て教育委

員会規則で定める程度のものに限る。）である

ときに支給する。

３ 教員特殊業務手当の額は、従事した日１日に

つき１万6,000円を超えない範囲内において、人

事委員会の承認を得て教育委員会規則で定め

る。

３ 教員特殊業務手当の額は、従事した日１日に

つき6,400円を超えない範囲内において、人事委

員会の承認を得て教育委員会規則で定める。

４ （現行に同じ） ４ 教員特殊業務手当は、管理職員特別勤務手当

を受ける職員には支給しない。

  附 則

（施行期日等）

１ この条例は、公布の日から施行する。

２ この条例による改正後の幼稚園教育職員の給

与に関する条例（以下「改正後の条例」という。）

第17条第３項の規定は、令和４年４月１日以後

の勤務に係る教員特殊業務手当について適用

し、同日前の勤務に係る教員特殊業務手当につ

いては、なお従前の例による。

（教員特殊業務手当の内払）
３ 改正後の条例第 17 条第３項の規定を適用する場

合においては、この条例による改正前の幼稚園教育

職員の給与に関する条例の規定に基づいて支給さ

れた教員特殊業務手当は、改正後の条例の規定によ

る教員特殊業務手当の内払とみなす。



幼稚園・こども園 令和4年5月1日現在

麹 町 幼 稚 園 2 (35) 1 (35) 1 (35) 4 (105)

九 段 幼 稚 園 1 (35) 1 (35) 1 (35) 3 (105)

番 町 幼 稚 園 1 (35) 1 (35) 1 (35) 3 (105)

お 茶 の 水 幼 稚 園 1 (20) 1 (35) 1 (35) 3 (90)

保育園・こども園・認定こども園

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

麹 町 保 育 園 6 18 18 18 20 20 6 18 19 18 18 20

神 田 保 育 園 12 17 20 22 24 25 12 19 20 18 20 24

西 神 田 保 育 園 12 15 18 18 18 18 9 18 18 18 20 18

四 番 町 保 育 園 11 14 16 18 19 19 7 15 16 18 19 18

い ず み こ ど も 園 9 12 15 (20) (20) (20) 36 (60) 7 15 17 (20) (17) (20) 39 (57)

ふ じ み こ ど も 園 12 20 23 (25) (28) (28) 55 (81) 11 21 25 (25) (25) (28) 57 (78)

ア ス ク 二 番 町 保 育 園 12 16 18 18 18 18 12 11 15 16 17 18

ポピンズナーサリースクール
一 番 町

9 12 13 14 16 16 6 11 13 14 11 15

ほ っ ぺ る ラ ン ド 西 神 田 9 10 12 13 13 13 7 10 12 13 12 10
グ ロ ー バ ル キ ッ ズ
飯 田 橋 園 18 24 24 24 24 24 14 22 24 24 23 22

あ い 保 育 園 東 神 田 6 10 11 11 11 11 5 9 11 8 7 9

29 29 29 29 22 23
10 10 10 10 3 5

19 19 19 19 19 18

ク レ ア ナ ー サ リ ー 市 ヶ 谷 6 12 12 15 15 15 1 10 11 12 13 15
神 田 淡 路 町 保 育 園
大 き な お う ち 9 18 18 18 18 18 7 17 18 18 16 17

グ ロ ー バ ル キ ッ ズ 六 番 町 園 6 10 11 11 11 11 6 7 11 8 8 11

二 番 町 ち と せ 保 育 園 12 14 14 20 20 20 6 16 16 18 17 20

千 代 田 せ い が 保 育 園 6 7 8 10 10 10 6 8 8 10 9 10

ベ ネ ッ セ 内 神 田 保 育 園 6 8 10 12 12 12 6 8 6 8 10 7

保 育 園 神 田 ベ ア ー ズ 9 9 9 9 12 12 5 9 9 7 10 12

AIAI NURSERY 三 番 町 6 8 9 9 9 9 3 5 8 7 5 9

平 河 町 ち と せ 保 育 園 9 12 12 14 9 14 2 11 14 7 4 9

ほ っ ぺ る ラ ン ド 外 神 田 6 12 15 18 11 18 5 11 11 11 5 11

岩 本 町 ち と せ 保 育 園 12 19 19 10 6 4 5 20 17 7 4 4

外 神 田 か な り や 保 育 園 6 8 9 3 2 2 4 5 5 2 0 1

324 317 328 281 267 298
(45) (48) (48) (45) (42) (48)(141) (135)

1,658

30 17

合　　計 224 322 352
1,867

160 313 339

60 52

50 37

70 47

100 93

51 51

60 45

75 62

99 93

60 51

17 15
114

短時間  30 短時間 18

長時間 107 長時間 96

グ ロ ー バ ル キ ッ ズ
飯 田 橋 こ ど も 園

15 17 18
137

8

138 129

60 49

100 89

80 70

70 64

97 93

99 101

99

120 113

計 計

100

園 名
定　　　　　　員 園　　　児　　　数

短時間 120 121 155 396

長時間  65 61 68 194

185 182 223 590

長時間  25 25 28 78

合 計 10 (260) 9 (275) 9 (275) 28 (810)

6 (150) 短時間  25 22 22 69

50 47 50 147
ふ じ み こ ど も 園 2 (50) 2 (50) 2 (50)

57

(35) 3 (105)い ず み こ ど も 園 1 (35) 1 (35) 14 38

9530 31 34

長時間  20 17 20

長時間  10 10 10 30

短時間  4 7 12 23

14 17 22 53
昌 平 幼 稚 園 1 (25) 1 (25) 1 (25) 3

1 (25) 3千 代 田 幼 稚 園 1 (25) 1 (25) 短時間  14 6 15 35

25 6424 15

10 29

(75)

6 9 16 31

13 24 24 61

計

幼稚園・保育園・こども園・認定こども園等の在籍状況

園 名
学　　　級　　　数　（定 員 数） 園　　　児　　　数

３歳

5480

5770

４歳 ５歳 計 ３歳 ４歳 ５歳

31 19 31 81

17 20 21 58

長時間  10 9

1

(75)

短時間  10 14

教 育 委 員 会 資 料

令和４年５月２４日

子 ど も 支 援 課



全数
うち
区民

全数
うち
区民

全数
うち
区民

全数
うち
区民

全数
うち
区民

全数
うち
区民

全数
うち
区民

小
規
模
型

保
育
事
業

あい・ぽーと小さな家麹町 1 4 5 － － － 10 0 0 3 3 2 2 － － － － － － 5 5

厚生労働省５号館保育室
（区民枠のみ）

1 2 2 － － － 5 0 0 0 0 0 0 － － － － － － 0 0

アソシエナーサリー霞が関
（区民枠のみ）

1 2 2 － － － 5 0 0 1 1 0 0 － － － － － － 1 1

グローバルキッズ経済産業省保育室
（区民枠のみ）

2 1 0 － － － 3 0 0 0 0 0 0 － － － － － － 0 0

ゆうてまち保育園（区民枠のみ） 1 3 3 － － － 7 0 0 3 3 0 0 － － － － － － 3 3

財務省らる保育園(区民枠のみ) 1 2 2 － － － 5 0 0 1 1 0 0 － － － － － － 1 1

（株）ポピンズ － － － 10 0 0 1 1 1 1 － － － － － － 2 2

（株）アルファコーポレーション － － － 5 0 0 0 0 2 2 － － － － － － 2 2

サンフラワー・A（株） － － － 10 0 0 1 1 1 1 － － － － － － 2 2

（特非）フローレンス － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

マミーズエンジェル千代田保育園 3 7 10 － － － 20 3 3 9 9 9 9 － － － － － － 21 21

小学館アカデミー昌平保育園 5 10 10 － － － 25 4 4 10 10 10 10 － － － － － － 24 24

保育園ドルチェ 10 10 8 8 2 2 40 3 1 10 7 7 2 11 10 0 0 3 2 34 22

キッズスクウェア丸の内東京ビル 6 10 6 - - - 22 3 1 5 1 3 0 － － － － － － 11 2

マミーズエンジェル神田駅前保育園 4 6 8 6 35 4 4 8 8 7 7 6 6 6 6 9 9 40 40

小学館アカデミー神保町保育園 6 6 9 8 5 6 40 5 4 4 3 6 6 4 4 5 5 6 6 30 28

ピノキオ幼児舎番町園 4 5 5 4 3 5 26 2 2 3 3 2 2 3 3 2 2 3 3 15 15

キッズスクウェア永田町 8 6 9 5 2 4 34 6 2 4 4 9 4 5 1 2 1 4 1 30 13

キッズスクウェア丸の内永楽ビル 6 6 5 4 2 3 26 1 1 6 6 5 3 4 1 2 0 3 2 21 13

保育室「愛の園」 8 13 11 32 10 0 11 3 10 4 － － － － － － 31 7

緊

急

保

育

施

設

グローバルキッズ神田駅前保育園
（旧今川中学校）

6 8 8 6 40 1 1 8 8 8 8 2 2 6 6 4 4 29 29

ひまわり育児室 5 4 6 5 26 4 1 5 4 5 4 3 3 4 3 4 4 25 19

ハイブリッドマムプリスクール
ナーサリー千代田富士見

3 8 8 4 4 11 38 3 3 8 8 6 6 4 4 3 3 10 10 34 34

－ － － － － － 469 49 27 104 87 93 71 42 34 30 26 46 41 364 286

施 設 名

定員 園児数

11

区
補
助

対
象
保

育
室

6

0

－ － －

0
歳
児

1
歳
児

2
歳
児

3
歳
児

4
歳
児

5
歳
児

12

5

計

0 0

計

－

認
可
外
保
育
所

幼
保
一
体

施
　
　
設

認
証
保
育
所

地
域
型
保
育
事
業

家
庭
的

保
育
事
業

事

業

所

内

保

育

事

業

居

宅

訪

問

型

保

育

事

業

10

5

10

あい・ぽーと小さな家東神田 5

計0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

3 3 30 0 － 3－ － － － －

令和４年度 保育園・こども園等（長時間）の待機児童数・留保の状況（５月１日現在）

○待機児童数（該当者なし） ○特定園留保（33名)

いずれの保育所にも入所できなかった方 希望する保育所に入れず、自宅で待つ方など

※33名のうち17名は育児休業延長希望者

○留保（9名） ○転所留保（23名）

認証保育所等に入所しているが、認可保育所を希望している方 認可保育所に入所したが、別の認可保育所を希望する方

○申請取下・辞退（9名）

転居等により保育園入園の必要がなくなった方、入所が決定したが辞退した方



令和４年度 学童クラブ学年別在籍状況（令和４年５月１日現在）
（単位：人）

西神田 神田 四番町 一番町 区営合計
いずみ学
童クラブ
１

いずみ学
童クラブ
2(拡充)

ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙ
さくら

ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙ
さくら第
二

ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙ
こうじ町

番町小学
校ｱﾌﾀｰｽ
ｸｰﾙ第一

番町小学
校ｱﾌﾀｰｽ
ｸｰﾙ第二

ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙ
お茶の水

九段小学
校ｱﾌﾀｰｽ
ｸｰﾙ

富士見
わんぱく
ひろば学
童クラブ

富士見わ
んぱくひ
ろば第二
学童クラ
ブ

二番町こ
どもクラ
ブ

ポピンズ
アフター
スクール
一番町

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
ｷｯｽﾞ飯田
橋第一学
童クラブ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
ｷｯｽﾞ飯田
橋第二学
童クラブ

麹町こど
もクラブ

キッズク
ラブ神田

東神田ら
る学童ク
ラブ

学童保育
じゃんぷ
九段クラ
ブ

ベネッセ
万世橋学
童クラブ

民営合計 学年合計

１年生 15 24 2 7 48 21 22 16 9 24 18 17 14 31 30 11 11 8 8 7 7 4 9 5 5 277 325

２年生 29 15 10 12 66 11 11 22 15 27 11 9 13 20 29 15 10 11 8 9 9 4 13 4 12 263 329

３年生 14 12 24 27 77 0 28 13 11 1 9 12 10 1 16 8 19 15 12 12 3 2 8 14 2 196 273

１～３年生合計 58 51 36 46 191 32 61 51 35 52 38 38 37 52 75 34 40 34 28 28 19 10 30 23 19 736 927

４年生 3 8 8 15 34 0 0 11 8 0 2 1 9 0 1 0 15 11 19 16 4 6 9 13 2 127 161

５年生 0 1 5 0 6 0 0 3 2 0 0 0 2 0 0 0 11 4 4 8 7 1 1 1 3 47 53

６年生 0 0 2 0 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 6 1 3 2 1 0 1 3 1 20 22

４～６年生合計 3 9 15 15 42 1 0 14 10 0 2 1 12 0 1 0 32 16 26 26 12 7 11 17 6 194 236

在籍人数合計 61 60 51 61 233 33 61 65 45 52 40 39 49 52 76 34 72 50 54 54 31 17 41 40 25 930 1,163

定員
(R4.4.1時点) 50 50 47 42 189 34 54 65 45 50 38 38 60 50 70 40 70 50 55 55 45 50 40 40 40 989 1,178

令和3年5月1日
現在在籍人数 61 58 47 63 229 34 60 64 48 56 40 42 40 56 76 34 70 50 50 52 33 18 33 24 10 856 1,119

【備考】

私立3 私立0 私立5 私立1 私立9 私立0 私立0 私立0 私立0 私立0 私立0 私立0 私立0 私立0 私立6 私立2 私立19 私立3 私立7 私立2 私立2 私立3 私立1 私立0 私立4 私立49 私立58

教 育 委 員 会 資 料
令 和 ４ 年 ５ 月 24 日
児 童 ・ 家 庭 支 援 セ ン タ ー



　

[小学校］

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計

麹　町　小　学　校 3 4 3 3 3 3 19 84 106 98 108 84 91 571

九  段　小　学　校 3 3 3 3 2 3 17 75 90 87 88 69 91 500

番　町　小　学　校 3 2 3 2 2 2 14 78 62 75 66 69 72 422

富　士　見　小　学　校 2 3 3 3 2 2 15 71 99 84 84 81 68 487

お 茶 の 水 小  学　校 2 2 2 2 1 2 11 58 59 47 50 35 54 303

千　代　田　小  学　校 2 2 2 2 2 2 12 48 61 55 56 44 47 311

昌  平  小　学　校 2 2 1 2 1 1 9 45 54 33 48 33 41 254

和  泉  小　学　校 3 2 2 2 2 2 13 74 68 64 55 53 45 359

小     計 20 20 19 19 15 17 110 533 599 543 555 468 509 3,207

富士見小学校（特別支援学級　知的障害） 1 2 0 1 1 0 0 4

千代田小学校（特別支援学級　知的障害） 4 6 4 3 7 5 2 27

小　学　校　合　計 115 541 603 547 563 473 511 3,238

※学級数合計の計は特別支援学級（固定級）を含む

[中学校・中等教育学校（前期課程）]

１ ２ ３ 計 １ ２ ３ 計

麹 町 中 学 校 4 5 6 15 129 163 239 531

神田一橋中学校 3 3 2 8 90 88 53 231

小　計 7 8 8 23 219 251 292 762

麹町中学校 （特別支援学級　知的障害） 2 3 2 4 9

中　学　校　合　計 25 222 253 296 771

九段中等教育学校（前期課程） 4 4 4 12 161 158 159 478

中学校・中等教育学校（前期課程）合計 37 383 411 455 1,249

※学級数合計の計は特別支援学級（固定級）を含む

[通級指導学級・特別支援教室］

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計

千代田小学校（言語） 1 5 5 4 1 3 1 19

小学校特別支援教室（情緒） 22 38 46 32 24 17 179

中学校特別支援教室（情緒） 16 14 12 42

通　級　合　計 1 43 57 62 33 27 18 240

※通級指導学級・特別支援教室の児童・生徒数は、在籍校の児童・生徒数に含まれている。

[中等教育学校］

１ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計

九段中等教育学校 4 4 4 4 4 4 24 161 158 159 151 149 147 925

千代田区教育委員会事務局 学務課

1

1

学  校  名
学　級　数

－

学  校  名
学　級　数 児　童・生　徒　数

生　徒　数

－

-

学 校 名
学 級 数　 生  徒  数 　　　

学  校  名
学　級　数 児　童　数

教育委員会資料
令和4年5月24日
学　　務　　課

令和4年度学級編制（児童・生徒数 / 学級数）

 令和4年5月1日現在



令和５年度使用 教科用図書採択について

別添「令和５年度使用 千代田区立九段中等教育学校（後期課程）、特別支援学級（小・

中）並びに小・中・中等教育学校（前期課程）教科用図書の採択事務日程」のとおり、令和

５年度使用 教科用図書採択事務を行う。

【資料 1-1】千代田区立小・中学校・中等教育学校(前期課程)教科用図書採択事務取扱要綱

【資料 1-2】千代田区立小・中学校・中等教育学校(前期課程)教科用図書採択事務取扱要綱

に関する細目

【資料２】千代田区立九段中等教育学校後期課程用教科書採択にかかわる基本方針

【資料３】千代田区立学校特別支援学級用教科用図書採択にかかわる基本方針

【資料４】教科書採択における公正確保の徹底及び令和５年度使用教科書の採択事務処理に

ついて（通知）

   （令和４年４月 15日付 ４教指管第 123 号の写し）

【資料５】教科書採択における公正確保の徹底等について（通知）

    （令和４年３月 31日付 ３文科初第 2695 号の写し）

【資料６】令和５年度使用教科書の採択事務処理について（通知）

    （令和４年３月 31日付け ３初教科第 63号の写し）

【資料７】令和５年度使用義務教育諸学校用教科書の採択方針について（通知）

（令和４年４月 28日付 ４教指管第 159 号の写し）

【資料８】教科書の採択方針について（答申）

【資料９】教科書展示会の実施について

教 育 委 員 会 資 料

令和４年５月 2 4 日

指 導 課



令和５年度使用 千代田区立学校教科用図書の採択事務日程

月 教育委員会事務局
九段中等教育学校

（後期課程）

特別支援学級

（小・中）

小・中・中等教育学

校(前期課程)
展示会

４

月

4/12（火）教育委員会報告

【令和５年度使用 教科用図書の採択事

務日程等】

５

月

5/24（火）教育委員会定例会（詳細報告）

【令和５年度使用 教科用図書の採択に

ついて】

＜事務局＞
・九段中等校長に、選定依頼
・特別支援学級設置校長に、調査及び申請
依頼

５月中旬

・選定委員会設置

・要綱及び委員名簿提出

５月中旬～６月下旬  

・調査研究

・選定

５月中旬～６月下旬

・調査研究

・選定

６

月

6/10(金)展示会開始

(千代田図書館)

   

6/23(木)展示会終了

７

月
7/26（火）教育委員会定例会【協議】秘密

会

7/1（金）

・選定理由及び結果報告

（→事務局）

7/1（金）

・申請理由及び結果

報告（→事務局）

８

月

8/23（火）教育委員会【議決】

【九段中等教育学校（後期課程）教科用図

書の採択】

【特別支援学級（小・中）教科用図書の採

択】

【小・中・中等教育学校（前期課程）教科

用図書の採択】

8/31（水）採択結果報告（→東京都）

※現在使用している

教科用図書を採択



千代田区立小・中学校・中等教育学校(前期課程)教科用図書採択事務取扱要綱

                             １７千教教指発第７９号

平成17年5月11日教育長決裁

平成1９年4月2日教育長決裁

平成２０年4月１日教育長決裁

平成２１年4月１日教育長決裁

平成２２年4月１日教育長決裁

平成２６年4月１日教育長決裁

平成２７年4月１日教育長決裁

平成２９年4月１日教育長決裁

平成３０年４月１日教育長決裁

令和２年４月１日教育長決裁

（目的）

第１条  この要綱は、千代田区立小・中学校・中等教育学校（前期課程）で使用する教科

用図書について、千代田区教育委員会（以下「教育委員会」という。）が、公正

かつ円滑な採択を行うために、必要な事項を定めることを目的とする。

（採択の基本方針）

第２条  調査研究が、十分行われるように配慮し、その調査研究の結果を生かして採択    

する。

（採択の時期）

第３条  教科用図書の採択は、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律施    

行令第13条の定めるところにより、当該教科用図書を使用する年度の前年度の８    

月31日までに行う。

（教科用図書選定委員会）

第４条  教育委員会は、採択に必要な資料を得るために教科用図書選定委員会（以下            

「選定委員会」という。）を設ける。なお、検定年度に新たな図書の申請がなかっ

た教科は、前回の検定合格図書から採択を行うことができる。その際は４年間の使

用実績を踏まえ、前回の採択における調査研究内容を活用し、教育委員会による簡

易採択も行えるものとする。この場合、基本的に選定委員会は設けない。

  ２  選定委員会は、教育委員会の任命する次の委員をもって構成する。

     学識経験者２名、千代田区立小・中・中等教育学校長又は副校長、主幹教諭等か

ら選定教科数に応じて必要数（２～１２名程度）と、保護者代表２名

  ３  委員の任期は、委嘱の日から８月31日までとする。

  ４  選定委員会に委員長及び副委員長をそれぞれ１名おく。

  ５  委員長及び副委員長は、委員が互選する。

  ６  委員長は、選定委員会を総理する。

  ７  副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。  

８  選定委員会は、教育委員会が招集する。

  ９  選定委員会は、委員の過半数の出席を必要とし、議事は出席委員の過半数で決    

し、可否同数の時は委員長の決するところによる。

  10  選定委員会は教科用図書調査委員会の報告を受け、調査研究及び審議を行い教育

委員会に答申する。

（教科用図書調査委員会）
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第５条  選定委員会は、選定に必要な資料を得るために、教科毎に教科用図書調査委    

員会（以下「調査委員会」という。）を設ける。

  ２  調査委員会は、教科毎に、小・中・中等教育学校長から推薦された委員（小学校

７名程度、中・中等教育学校１～２名程度）及び選定委員会委員１名をもって構

成する。

  ３  委員の任期は、委嘱の日から８月31日までとする。

  ４  調査委員会に委員長及び副委員長をそれぞれ１名おく。

  ５  委員長は、選定委員会委員があたり、副委員長は委員が互選する。

  ６  委員長は、調査委員会を総理する。

  ７  副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。  

８  調査委員会は、選定委員会が招集する。

９  調査委員会は、委員の過半数の出席を必要とし、議事は出席委員の過半数で決    

し、可否同数の時は委員長の決するところによる。

10  調査委員会は、教科毎に調査研究を行い、その結果を選定委員会に報告する。

（教科用図書研究会）

第６条  選定委員会は、選定に必要な資料を得るために学校毎に教科用図書研究会            

（以下「研究会」という。）を設ける。

  ２  研究会は、当該学校の校長、副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、教諭をも

って構成する。

  ３  研究会は、校長が総理し、副校長が補佐する。

  ４  研究会は、教科毎に研究を行い、その結果を調査委員会に報告する。

（特別支援学級で使用する教科用図書の採択）

第７条  区立学校に設置されている特別支援学級で使用する教科用図書については、区    

立学校の通常の学級で使用する教科用図書を使用する。

  ２  学校教育法附則第９条の規定による教科用図書を採択するにあたっては、特別支

援学級設置校長からの申請による。

（審議の公正確保）

第８条  採択を公正かつ適正に行うために、選定委員会、調査委員会、研究会は非公開    

とし、委員は、調査研究上知り得た事項を他に漏らしてはならない。なお、選定    

委員会議事録については、採択終了後公開するものとする。

（確認書の提出）

第９条  選定委員会委員及び調査委員会委員は、教科用図書選定に関して直接利害関係    

のない旨の確認書を教育委員会に提出しなければならない。

（所管）

第10条  選定委員会に関する庶務は、千代田区教育委員会事務局 子ども部 指導課の所

管とする。

（委任）

第11条  この要綱の施行に関し、必要な事項は教育長が別に定める。

付則（１７千教教指発第７９号）

１ この要綱は平成１９年５月１２日から施行する。

付則（１９千教指発第３３７号）

１ この要綱は平成１９年４月１日から施行する。

付則（２０千こ育指発第２４７号）



１ この要綱は平成２０年４月１日から施行する。

付則（２１千こ育指発第１８４号）

１ この要綱は平成２１年４月１日から施行する。

付則（２２千子指導発第２０８号）

１ この要綱は平成２２年４月１日から施行する。

付則（２６千子指導発第２６８号）

１ この要綱は平成２６年４月１日から施行する。

付則（２７千子指導発第１７２号）

１ この要綱は平成２７年４月１日から施行する。

付則（２９千子指導発第２２８号）

１ この要綱は平成２９年４月１日から施行する。

付則（３０千子指導発第６１号）

１ この要綱は平成３０年４月１日から施行する。

付則（２千子指導発第１２０号）

１ この要綱は令和２年４月１日から施行する。



千代田区立小・中学校・中等教育学校(前期課程)教科用図書採択事務取扱要綱に関する細目

２ 千 子 指 導 発 第 １ ２ １ 号

令和２年４月１日指導課長決裁

                             

１ この細目は、千代田区立小・中学校・中等教育学校(前期課程)教科用図書採択事務取扱

要綱第１１条に基づき、教科用図書の調査研究に関し、必要な事項を定めるものとする。

２ 教科用図書選定委員会

(1) 委員の資格要件

① 保護者代表については、麹町地区、神田地区ＰＴＡから各１名とする。

② 教科用図書の採択に利害関係がないこと（過去３年間、教科用図書及び同指導書の著

作・編集に関与しないこと等）。

(2) 選定委員会は、教科用図書調査委員会から報告された調査研究資料を、５に定める調

査研究の観点に照らし検討し、調査内容に意見を付した答申書を作成し、教育委員会

に答申する。なお、教育委員会にはすべての調査資料を提出する。

(3) 選定委員長は選定委員会を総理するため、教科用図書調査委員会には所属しないこと

ができる。

３ 教科用図書調査委員会

(1) 調査委員会は、①小学校、②中学校・中等教育学校（前期課程）のそれぞれについて、

次のとおりとする。

① 小学校

国語・書写、社会・地図、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、体育（保健）、

英語、特別の教科 道徳

② 中学校・中等教育学校（前期課程）

国語・書写、社会（地理的分野・歴史的分野・公民的分野）・地図、数学、理科、音

楽（一般・器楽合奏）、美術、保健体育、技術・家庭（技術分野・家庭分野）、英語、

道徳

(2) 委員の資格要件

① 教育研究の実績があること。

② 教科用図書の採択に利害関係がないこと（過去３年間、教科用図書及び同指導書の著

作・編集に関与しないこと等）。

(3)調査委員会は、４に定める教科用図書研究会から提出された調査書（様式１）を参考に、

５に定める調査研究の観点に従い研究整理し、調査一覧表（様式２）を作成し、選定委

員会に報告する。なお、報告の際、調査書（様式１）及び調査一覧表（様式２）を提出

する。

４ 教科用図書研究会

(1) 各学校においては、教科用図書研究会を設置する。

(2) 研究会は、５に定める調査研究の観点に従い、すべての教科用図書について調査書（様

式１）を作成し、各調査委員会に報告する。
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５ 調査研究の観点

  調査研究は学習指導要領を基準に、次の観点を基本とし調査する。

(1) 内容の選択

教材の適切さ、資料のわかりやすさ、内容のおさえ方及び現代的課題への配慮など

(2) 構成・分量

系統性、関連性、発達段階、精粗の程度及び分量など

(3) 表記・表現

文字、語句、語法、記号、式、図形などの関連性及び明確さなど

(4) 使用上の便宜

資料や素材のわかりやすさ、的確さ、大きさ及び紙質など

(5) 発展・補充教材の扱い

発展・補充教材の内容、分量など

(6) その他

６ 報告様式の取扱い

(1) 報告様式１：各校長 → 各調査委員長 → 選定委員長 → 教育委員会

(2) 報告様式２：各調査委員長 → 選定委員長 → 教育委員会

(3) 報告様式３：選定委員長 → 教育委員会

７ その他

(1) 教科用図書選定委員会、教科用図書調査委員会、教科用図書研究会のいずれについて

も、会議の過程は非公開とする。なお、採択終了後、調査報告等については公開する

ものとする。

(2) 本細目に定める様式は別紙のとおりとする。

(3) 教科書展示会については、教科書の発行に関する臨時措置法第５条の規定に基づき、

東京都教育委員会の依頼をもって実施する。実施に際しては次の点に留意する。

○ 採択関係者による調査研究は、展示会の他、採択地区に送付される教科用図書見本

を活用する。



平成２２年６月１１日

                                                      千代田区教育委員会

千代田区立九段中等教育学校後期課程用教科書採択にかかわる基本方針

１ 教科書採択に当たっての留意事項について

  次の事項に留意し、総合的に判断し、教科書の採択を行う。

(1)  採択は、採択権者である千代田区教育委員会が自らの権限と責任において、適正

  かつ公正に行う。

(2)  学校教育法附則第９条の規定による教科用図書（以下「附則第９条図書」という。）  

を除き、「高等学校用教科書目録（次年度使用）」に登載されている教科書のうちか

ら採択する。      

(3) 区立九段中等教育学校の生徒の実情等を十分配慮する。

２ 教科書の採択について

（1） 教科書調査研究資料の活用

   教科書の採択に当たっては、東京都教育委員会作成の「高等学校用教科書調査研究  

資料」を活用し、次の項目について、区立九段中等教育学校で使用することが適当で  

あるかについて検討する。

    ア 内容

    イ 構成・分量

    ウ 表記・表現及び使用上の便宜

   エ 発展・補充・その他

（2） 教科書の採択

   教科書、教科書調査研究資料、上記検討結果及び学校の選定結果等を総合的に判断  

し、区立九段中等教育学校後期課程で使用することが適当と認めた教科書を採択する。

３ 教科書の選定について

  区立九段中等教育学校は、次の事項に留意し、教科書の選定を行うこと。

  なお、その権限と責任は校長にある。                     

（1） 教科書の専門的な調査研究及び適正な選定を行うため、学校に「教科書選定委員会」  

を設置し、その委員長は校長とすること。

（2） 校長は、学習指導要領の各教科の目標等を踏まえ、東京都教育委員会が作成する

   「高等学校用教科書調査研究資料」を活用し、教科書の調査研究を行うこと。

（3） 校長は、教科書の調査研究結果及び生徒の実態等を踏まえて、「高等学校用教科書     

目録（次年度使用）」のうちから、最も適切な教科書を選定すること。

（4） 校長は、教科書の選定後速やかに、別に定める様式に具体的な選定理由等を明記し、   

千代田区教育委員会指導課長に報告すること。

資料２



千代田区立学校特別支援学級用教科用図書採択に関わる基本方針

１ 採択の方法

  千代田区立学校に設置されている特別支援学級において使用する教科用図書は、「千代田区立小・

中・中等教育学校（前期課程）教科用図書採択事務取扱要綱」第７条に基づき、区立学校の通常の

学級において使用する教科用図書を使用するものとし、また、学校教育法附則第９条の規定による

教科用図書を採択するにあたっては、特別支援学級設置校長からの申請によるものとする。

２ 採択の期間

  特別支援学級に在籍する児童・生徒は、その発達状況が多様であることから、領域・教科を合わ

せた指導を教育課程に取り入れるなどして、児童・生徒の障害の状態や教育的ニーズに応じた指導

を行っている。このため、単年度ごとに児童・生徒の発達段階や学習状況に適した教科用図書を使

用できるように採択期間は１年間とする。

３ 採択の原則

  特別支援学級においては、検定教科書または文部科学省著作教科書を使用することが原則である

が、児童・生徒の障害の種類や程度、能力・特性から判断し、教科により当該学年の検定教科書や

文部科学省著作教科書を使用することが適当でない場合、これに替わる適切な一般図書を使用する

ことができる。（学校教育法附則第９条）

（１）検定済教科書（通常の学級で使用するものと同一のもの）の当該学年用を使用する。

（２）教科により当該学年の使用が適当でない場合は、検定済教科書の下学年用を使用する。（中学校

で小学校用検定済教科書を使用することも可能）

（３）文部科学省著作教科書（特別支援学校用）を使用する。

（４）学校教育法附則第９条図書を使用する。ただし、東京都教育委員会が作成した特別支援教育教

科書調査研究資料に掲載される一般図書以外を使用する場合には、独自に十分な調査を行い、実

態に即した適切な図書であること。

４ 一般図書を採択する場合の留意事項

（１）児童・生徒の障害の種類・程度、特性及び心身の発達の段階等に最もふさわしい内容（文字、

表現、挿絵、取り扱う題材等）のものであること。

（２）可能な限り系統的に編集されており、教科の目標に沿う内容をもつものが適切であり、特定の

題材もしくは一部の分野しか取り扱っていない図書、参考書的図鑑類、問題集等は適切でない。

（３）上学年で使用することとなる図書や採択する他教科の図書との関連性を考慮すること。

（４）教科用として使用する上で適切な体裁の図書を採択すること。

（５）価格については、教科書無償給与予算との関連から、前年度の実績を考慮するなど、あまり高

額なものに偏らないこと。

５ 教科用図書の選定及び採択について

（１）教科書の専門的な調査研究及び適正な選定を行うため、特別支援学級設置校に「教科書選定委

員会」を設置し、その委員長は校長とする。

（２）委員長は、その権限と責任において、学習指導要領の各教科の目標及び児童・生徒の実情等を

踏まえ、東京都教育委員会が作成する「特別支援教育用教科書調査研究資料（一般図書）」等を

活用し、教科書の調査研究を行い、最も適切な教科書を選定する。

（３）委員長は、教科書の選定後速やかに、別に定める様式に具体的な選定理由等を明記し、千代田

区教育委員会教育長に申請する。

（４）教育委員会は、提出された報告書を精査し、在籍する児童・生徒の実情等に十分配慮し、自ら

の権限と責任において、適正かつ校正に採択を行う。

資料３
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４教指管第１２３号

令和４年４月１５日

区市町村教育委員会教育長 殿

東京都教育委員会教育長

浜  佳 葉 子

（公印省略）

教科書採択における公正確保の徹底及び令和５年度使用教科書の採択事務処理について（通知）

このことについて、文部科学省から、別添（写）のとおり、教科書採択における公正確保の徹底及び令和

５年度使用教科書の採択事務処理に関する文書が送付されましたので通知します。

なお、これに併せ、下記のとおり補足説明及び留意事項を付しますので、教科書採択における公正確保の

徹底等につきまして、域内の学校をはじめとする各関係者に対して通知の趣旨を改めて周知していただき、

より一層の公正確保を図っていただくとともに、採択事務につきましては、事務処理に遺漏のないようお願

いします。

記

１ 送付文書（写し）

（１） 令和４年３月31日付３文科初第2695号「教科書採択における公正確保の徹底等について（通知）」

（以下「公正確保通知」という。）

（２） 同日付３文科初第2691号「教科書採択の公正確保について（通知）」【別添通知】（以下「発行者

宛て通知」という。）

（３） 同日付３初教科第63号「令和５年度使用教科書の採択事務処理について（通知）」（以下「事務処

理通知」という。）

２ 教科書採択の公正確保の徹底

（１）教科用図書選定審議会の委員又は調査員等の選任（参照：公正確保通知Ｐ.２「１（１）」）

ア 教科用図書選定審議会の委員又は調査員等の選任について、教科書採択に直接の利害関係を有する

者は委員となることができないとされているが、各教育委員会や学校等において教科書の調査研究を

行う調査員等についても、教科書採択に直接の利害関係を有する者を選任することは不適当であるこ

と。

また、教科書採択に直接の利害関係を有しないまでも、特定の教科書発行者（以下「発行者」とい

う。）と関係を有する者を選任することは適当でないこと。

このため、選定審議会の委員や調査員等の選任及びこれらの者が行う調査研究等に当たっては、発

行者との関係について聴取又は自己申告を求めるなど、適切な採択事務が行われるよう十分留意する

こと。

・ 「教科書採択に直接の利害関係を有する者」については、別添１「義務教育諸学校の教科用図書

の無償措置に関する法律（以下「無償措置法」という。）施行規則の一部を改正する省令等の公布、

施行について」（平成28年６月20日付け28文科初第432号初等中等教育局長通知）の「第一２．留意

事項」を参照すること。

資 料 ４
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イ 令和３年度に検定を経た教科書等の編著作者及び編集協力者に関する情報や、教師用指導書及び教

科書準拠周辺教材の執筆者に関する情報は、４月末を目途に、文部科学省及び一般社団法人教科書協

会から都教育委員会に送付される予定である。都教育委員会から区市町村教育委員会に対して別途情

報提供をするので、必要に応じて参照すること（発行者宛て通知 Ｐ.４「（教科書の編著作者及び編

集協力者並びに関連する教材の執筆者に関する情報の取扱いについて）」も併せて参照すること。）。

（２）教科書見本の取扱い（参照：公正確保通知Ｐ.３～４「１（２）」、発行者宛て通知Ｐ.２～４、事務

処理通知Ｐ.３～４）

  ア 発行者が各採択権者等に送付することのできる教科書見本の部数の上限等については、文部科学省

が当該発行者に通知している。

   ・ 小・中学校用教科書

    令和４年度は、法令に基づいて、前年度と同一の教科書が採択されることとなることから、原則

    として教科書見本は送付されない。

・ 高等学校用教科書

高等学校等については、高等学校を所管する区市町村教育委員会に対し、１部を上限に発行者か

ら送付可能となっている。

イ 留意事項

・ 発行者から送付される教科書見本の種類及び部数の上限は、毎年度文部科学省が発行者に通知し

ており、それを超える送付、又は採択関係者（教育委員会関係者又は校長若しくは教師を含む全て

の学校関係者その他教科書採択に関与し得る全ての者）に対する献本若しくは貸与は認められてい

ない。採択関係者から発行者に対して上限を超える送付、又は献本若しくは貸与を求めることのな

いようくれぐれも留意すること。

・ 教科書見本と併せて、又は個別に、学習者用デジタル教科書の部分サンプルや内容解説資料その

他発行者が広く無償で配布する資料を受け取ることは差し支えない。ただし、資料の名称を問わず、

有償の商品やサービスを無償又は廉価に提供を受けるなど発行者からの不当な利益供与が禁止され

ていることにくれぐれも注意すること。

また、「学習者用デジタル教科書」の完全見本については、紙の教科書の内容と同一であるため、

提供や貸与を受けてはならないので注意すること。

・ 授業研究や教材研究等のための採択期間終了後における教科書見本の送付は、令和元年度からは

行われていないため、発行者に対して、教科書見本の献本又は貸与を求めることのないよう留意す

ること。

・ 採択期間に送付された教科書見本については、採択終了後の授業研究や教材研究のために有効活

用すること。

また、採択替えの際の調査研究に支障が生じないよう、適切に保管・管理をすること。

（３）過当な宣伝活動等への対処・検定申請本の取扱い（参照：公正確保通知Ｐ.４～７「１（３）、（４）」）

ア 公正確保通知１（３）の外、「教科書発行者行動規範」（以下「行動規範」という。公正確保通知 Ｐ.12

にＵＲＬの掲載あり。）を参照すること。

イ 各教育委員会においては、これらを十分に踏まえ、域内の学校とも情報共有をはじめ密に連携した

上で、事前に適切な措置を講ずること。その際、文部科学省の指導や行動規範等に違反する行為につ

いて、発行者に求めることのないようにすることはもとより、発行者からそういった申出があった場

合には明確に断るよう関係者への周知を徹底すること。
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（４）発行者との関係（参照：公正確保通知Ｐ.７～８「１（５）、（６）」）

ア 質の高い教科書の実現のためには、発行者が教師等から意見を聴取することや、学習者用デジタル

教科書など新たな教材の開発等に当たり両者が連携して研究等を行うことは大きな意義を持つ。

一方で、仮に教師等と発行者の認識が、教科書の著作・編集活動あるいは授業研究や教材研究等の

一環であったとしても、地域住民等から見れば教科書採択の公正性・透明性に疑念を生じさせるもの

と受け止められかねないことから、全ての学校・教師等に対して、利害関係者との接触に当たり、法

令の外、貴委員会の条例・規則等に従う必要がある旨を周知徹底すること。

イ 発行者による不適切な行為が確認された場合には、速やかにその所属する学校・教育委員会等に報

告するよう、全ての教師等に対して指導するとともに、報告を受けた教育委員会は、その行為が教科

書採択の公正性・透明性に疑念を生じさせるものである場合は、東京都教育庁指導部管理課教科書担

当宛てに速やかに報告を行うこと。

３ 教科書採択方法の改善（参照：公正確保通知 Ｐ.８～11）

（１）採択権者の判断と責任及び教科書採択に関する情報の公表

ア 義務教育諸学校においては、教科書を採択したとき、遅滞なく採択結果、採択理由その他の事項（教

科書調査研究資料等）を公表するよう努めるものとされている（無償措置法第15条、無償措置法施行

規則第７条）。

イ 毎年度文部科学省が実施する「採択関係状況調査」の結果が「採択通知」に別添資料として添付さ

れているが、貴委員会の状況を確認の上、特に以下の２点について、更に十分な取組がされるよう、

採択手続の適正化に努めること。

・ 採択基準、採択結果及び採択理由等、教科書採択に関する情報の積極的な公表に取り組み、採択

に関する説明責任を果たすこと。

・ 教育長及び教育委員が十分に時間的余裕を持って教科書見本を閲覧し、その内容について適時吟

味することができるよう、教科書見本を適切に提供し、十分活用すること。

４ 都教育委員会における令和４年度の調査研究に関する日程（予定）

学校教育法附則第９条第１項の規定による、特別支援学校（小学部・中学部）及び小・中学校等の特別

支援学級で教科書として使用する一般図書についても調査研究を行う。

【都教育委員会における調査研究に関する日程（予定）】

※上の表における「審議会」とは「東京都教科用図書選定審議会」を指す。

※ここでは、都教育委員会の業務のうち、他の採択権者への指導・助言・援助に関連する内容のみ記載した。

時期（予定） 附則９条本

４月 21日 ・審議会①答申（採択方針）

下旬 ・教育委員会への報告（審議会①）

・調査研究開始

５月 下旬 ・審議会②答申（調査研究資料）

６月 上旬 ・教育委員会への報告（審議会②）

・調査研究資料の公開

＜連絡先＞

東京都教育庁指導部管理課 教科書担当 利根川

電話 ：０３－５３２０－６８３４

メール：Yasuhiro_Tonegawa@member.metro.tokyo.jp
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４教指管第１５９号

令和４年４月２８日

区市町村教育委員会教育長 殿

東京都教育委員会教育長

浜 佳 葉 子

（公印省略）

令和５年度使用義務教育諸学校用教科書の採択方針について（通知）

東京都教育委員会は、令和４年４月21日に開催した東京都教科用図書選定審議会（第１回）に

おいて、「教科書の採択方針」について諮問し、別紙のとおり答申を得ました。

つきましては、令和５年度使用義務教育諸学校用教科書の採択に当たっては、下記について特段

の御留意をいただきますようお願いします。

                   記

教科書採択に当たっての留意事項について

（１）採択は、採択権者が自らの責任と権限において、適正かつ公正に行うこと。

（２）学習指導要領及び採択権者の教育方針を踏まえ、より専門的な調査研究を行うこと。

（３）特別支援学級及び特別支援学校の児童・生徒の実情も十分配慮すること。

（４）各採択地区の実情に応じて、創意・工夫をすること。

なお、１採択地区に２以上の教育委員会が存する場合、種目ごとに同一の教科書を採択す

るための協議について、関係教育委員会は採択地区協議会を設置して行うこと。

また、採択地区協議会における最終的な合意形成の方法等はあらかじめ定めること。

＜担当＞

東京都教育庁指導部管理課（教科書担当） 利根川

電話：０３－５３２０－６８３４

メール：Yasuhiro_Tonegawa@member.metro.tokyo.jp
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教科書展示会の実施について

１ 目 的

保護者等区民に教科書を公開することにより、教育内容への一層の関心と理解

を深めることを目的とする。

２ 内 容

教科書の発行に関する臨時措置法第５条に基づき、法定展示会を１４日間開催

する。

３ 展示期間

令和４年６月１０日（金）から６月２３日（木）までの１４日間

４ 展示時間

千代田図書館の開館時間と同じ

・月～金 午前１０時から午後１０時まで

・土    午前１０時から午後 ７時まで

・日・最終日 午前１０時から午後 ５時まで

５ 展示教科書   

「小学校」「中学校・中等教育学校前期課程」「中等教育学校後期課程」の３つ

の区分で、各教科の教科書を展示する。

６ 展示会場

千代田図書館 第３研修室（区役所９階）

資料９



リバウンド警戒期間の終了に伴う学校の対応について

１ 今回の経緯及び千代田区立学校・園の対応について

（１）５月22日をもって、東京都は「リバウンド警戒期間」を終了することとした。

（２）５月20日付にて、東京都教育委員会教育長より、「リバウンド警戒期間の終了に伴う学校の対応に

ついて」が通知された。

（３）上記（１）及び（２）を受け、千代田区では区立学校・園の対応について、引き続き感染防止対策

を徹底しながら学校運営を継続していくことし、５月23日付で「リバウンド警戒期間の終了に伴う

学校の対応について」を通知した。

２ リバウンド警戒期間延長に係る前回通知（４月22日付）からリバウンド警戒期間終了に係る今回通知（５

月23日付）への主な変更点

  （１）大きな変更点

    ①マスクの着用について

     ・熱中症の防止の観点を追記

    ②オンライン学習等への準備及び実施について

     ・より積極的にオンライン学習の推進及び子どもとのつながりの維持等に努めることを推奨

    ③学校行事等について

・体育的行事、文化的行事の実施にあたっては、熱中症等にも留意した上で、必要な感染症対策を講

じ、内容や方法を工夫して実施する旨を追記

  （２）通知上の記載内容の比較

令和４年４月22日４千子指導収第181号 令和４年５月23日４千子指導収第396号

２ 基本的な感染症対策の実施について ２ 基本的な感染症対策の実施について

（１）幼児・児童・生徒等に対する指導

②マスクの正しい着用の徹底

（１）幼児・児童・生徒等に対する指導

②マスクの正しい着用の徹底

○マスクの着用については、熱中症の防止等に十分留意

の上、適切に対応する。

（２）家庭における感染症対策の依頼 （２）家庭における感染症対策の依頼

〇マスクの着用については、熱中症の防止等に十分留意

する。

（３）教職員等の健康管理の徹底

②正しいマスクの着用

（３）教職員等の健康管理の徹底

②正しいマスクの着用

○マスクの着用については、熱中症の防止等に十分留意

する。

教 育 委 員 会 資 料
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（３）教職員等の健康管理の徹底

④勤務時間外における感染症予防策の徹底

（３）教職員等の健康管理の徹底

④勤務時間外における感染症予防策の徹底

〇マスクの着用については、熱中症の防止等に十分留意

する。

３ 教育活動に関すること ３ 教育活動に関すること

（２）オンライン学習等への準備及び実施について

また、各学校においては学級閉鎖や臨時休業等の対応

をすることになった際を想定して、「Teams」を活用した

オンライン学習等の推進、子どもとのつながりの維持等

の準備を進めること。

（２）オンライン学習等への準備及び実施について

また、各学校においては学級閉鎖や臨時休業等の対応

をすることになった際は、「Teams」を活用してオンライ

ン学習等の推進、子どもとのつながりの維持等に努める

こと。

（６）学校行事等について

※記載なし

（６）学校行事等について

○体育的行事、文化的行事の実施にあたっては、熱中症

等にも留意した上で、必要な感染症対策を講じ、内容や

方法を工夫して実施する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を徹底

する。

・プレー中以外はマスクを正しく着用する、マスクを外

す場面で円陣を組む等の発声はしない、プレー終了後

等の会食はしない、休日等に練習を行う場合は昼食時

間を避けて行うなど、感染症対策を徹底する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を徹底

する。

・プレー中以外はマスクを正しく着用する、マスクを外

す場面で円陣を組む等、他者との距離が十分に取れな

い場面での発声はしない、プレー終了後等の会食はし

ない、休日等に練習を行う場合は昼食時間を避けて行

うなど、感染症対策を徹底する。

（７）部活動について

※記述なし

（７）部活動について

・マスクの着用については、熱中症の防止等に十分留意

する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を徹底

する。

・部活動実施前後の更衣時には、必ずマスクを着用し、

密集を避けるとともに、会話は控える。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を徹底

する。

・部活動実施前後の更衣時には、マスクを正しく着用

し、密集を避けるとともに、会話は控える。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を徹底

する。

・顧問、外部指導者においても、マスクを必ず着用して

（不織布マスクを推奨）指導する等、感染症対策を徹底

する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を徹底

する。

・顧問、外部指導者においても、マスクを正しく着用し

て（不織布マスクを推奨）指導する等、感染症対策を徹

底する。



４千子指導収第 396 号 

令和４年５月２３日 

千代田区立学校・園長 殿 

千代田区教育委員会 

教育長  堀米 孝尚 

 

リバウンド警戒期間の終了に伴う学校の対応について 

 

新型コロナウイルス感染症の対応については、令和４年４月 22日付４千子指導収第 181 号「リバウ

ンド警戒期間の延長及びゴールデンウィーク期間中の学校の対応について」により、新型コロナウイル

ス感染症対策を依頼しております。 

このことについて、東京都は令和４年５月 22 日までの期間を「リバウンド警戒期間」とし、新型コ

ロナウイルス感染症の感染再拡大に備えるとともに、基本的な感染防止策の徹底を要請していました

が、５月 22 日をもって「リバウンド警戒期間」を終了することを決定しました。また、東京都教育委

員会教育長より、別添写し令和４年５月 20日付４教総総第 501 号「リバウンド警戒期間の終了に伴う

学校の対応について」のとおり、通知がありました。 

千代田区では区立学校・園の対応について、「リバウンド警戒期間」終了後においても、引き続き感

染防止対策を徹底しながら学校運営を継続していくこととします。マスクについては現状は下記のよう

な取り扱いとしますが、今後、国や都からの通知があり次第、お知らせいたします。 

各学校・園においては、下記のとおり、学校・園における感染の発生や感染拡大のリスクを低減する

ため、基本的な感染症対策の継続をお願いします。また、学校外における感染症対策の徹底に向けた指

導とともに、保護者の皆様に周知いただくようお願いします。併せて、教職員等においても同様に感染

症対策を徹底するようお願いします。 

なお、感染者等が発生した場合は、ガイドライン等に従い、学校・園は学校医や保健所等及び関係部

署と連携の上、速やかに対応していただきますようお願いします。 

 

記 

 

１ 学校・園運営の基本方針 

 ○感染防止対策を徹底しながら学校・園の運営を継続する。 

○対面での指導を基本とするが、当面の間、感染不安等により登校できない児童・生徒や、濃厚接触者

に指定されて出席停止になっている児童・生徒等に対しても、オンラインを活用することにより、学

びの継続に努め、登校における対面指導と家庭におけるオンライン学習等を組み合わせて実施をす

る。また、感染状況に応じて、適宜、学校における対面での指導と家庭でのオンライン学習等の配分

をすることや、オンラインを活用した分散登校、短縮授業などの対応を行うことができるものとす

る。 

 

 

 



２ 基本的な感染症対策の実施について 

（１）幼児・児童・生徒等に対する指導 

 ①健康観察の実施 

○幼児・児童・生徒等の健康観察（体温測定、症状の有無の確認）を徹底するとともに、同居する家

族等にも健康観察を依頼する。 

○本人及び同居の家族に発熱等がある場合には登校しないよう指導する。その場合は、出席停止とし

て扱うことができる。 

○咳、発熱、息苦しさ、喉の痛み、だるさ、頭痛、味覚障害・嗅覚障害等などの体調不良等の症状が

見られる場合は、登校せず直ちに受診するよう指導する。 

○家庭における感染拡大防止について保護者に理解と協力を求める。 

 ②マスクの正しい着用の徹底 

○マスクの正しい着用を徹底する。マスクの着用については、熱中症の防止等に十分留意の上、適切

に対応する。 

○マスクについては、不織布マスクが高い効果をもつことを踏まえて、不織布マスクの使用を推奨す

る（鼻と口を隙間なく覆う）。なお、マスクの着用については、着用が難しい場合など個々の児童・

生徒の事情に応じた配慮を行う。 

○指導に当たっては、厚生労働省ホームページの正しいマスクの着用方法についての動画等を確認

する。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00094.html 

 ③教室における密集の回避 

  〇身体的距離を確保するため、幼児・児童・生徒同士の間隔を可能な限り確保する。また、施設の状

況や感染の状況に応じて、座席の間隔に一律にこだわるのではなく、頻繁な換気を組み合わせるな

ど適切に対応すること。 

 ④換気、消毒等の徹底 

○密閉を回避するため、教室に限らず、体育館等についても、気候上可能な限り常時換気に努めるな

ど、換気を徹底する。 

○換気設備を設置している教室等では、常時、確実に換気設備を稼働させる。窓がない教室等では、

送風機等により強制換気を行った上、常時送風機等を稼働させた状態で使用する。 

〇教室等の消毒、アルコールを含んだ消毒液の設置（校内環境の管理）をする。 

○正しい手洗いの方法、手指消毒についての指導を徹底する。 

 ⑤感染予防に関する指導 

○新型コロナウイルス感染症の正しい理解とともに、令和３年５月 21日付「学校生活のコロナ対策

（動画・リーフレット）の活用について」に基づき、児童・生徒等一人ひとりに対して、感染症対

策の一層の徹底に向けた指導を行う。 

○感染症対策の必要性と具体的な取組を教員、児童・生徒等、保護者間で共有する。 

（２）家庭における感染症対策の依頼 

〇３密の回避、正しい手洗い、手指消毒、マスクの正しい着用（不織布を推奨。鼻と口を隙間なく覆

う）を徹底する。マスクの着用については、熱中症の防止等に十分留意する。 

〇毎朝の検温、健康観察をする。（家族に何らかの症状が見られる場合、幼児・児童・生徒等は無理

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00094.html


せず休養する ※この場合、各学校においては、児童・生徒等の学習の保障を図ること。） 

〇十分な換気を行う。 

〇手が触れる場所などの消毒をする。 

○外出する場合は少人数で、混雑している場所や時間を避ける。都県境を越える移動の際は、基本的

な感染症対策を徹底する。 

（３）教職員等の健康管理の徹底 

①基本的な感染症予防策の徹底 

〇３密の回避、正しい手洗い、手指消毒を徹底する。 

〇毎朝の検温、健康観察を行う。（咳、発熱、息苦しさ、喉の痛み、だるさ、頭痛、味覚障害・嗅覚

障害等などの体調不良等の症状が見られる場合など健康状態に不安がある場合は出勤せず、直ち

に受診する） 

  〇出勤時の健康チェックを行う。（検温結果等を記録する。） 

〇委託事業者等に対しても健康管理を徹底すること。 

 ②正しいマスクの着用 

  ○会話や会議、電話の際も必ずマスクを着用する。 

  ○マスクについては、不織布マスクが高い効果をもつことを踏まえて、不織布マスクの使用を推奨

し、正しくマスクを着用する（鼻と口を隙間なく覆う）。マスクの着用については、熱中症の防止

等に十分留意する。 

 〇正しいマスクの着用方法については、厚生労働省ホームページの正しいマスクの着用方法につい

ての動画等を確認する。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00094.html 

③昼食や休憩時間における感染症予防策の徹底 

〇喫食の際、マスクは喫食直前に外し、黙食を行う。喫食後は速やかにマスクを着用する。 

〇大人数での喫食は避けるとともに、対面して喫食する形態を避け、会話はしない。 

④勤務時間外における感染症予防策の徹底 

〇３密の回避、正しい手洗い、手指消毒、マスクの正しい着用（不織布を推奨）を徹底する。マスク

の着用については、熱中症の防止等に十分留意する。 

〇毎朝の検温、健康観察を行う。（同居者等の家族にも協力を再度要請） 

〇十分な換気を行う。 

〇手が触れる場所などの消毒をする。 

○外出する場合は少人数で、混雑している場所や時間を避ける。都県境を越える移動の際は、基本的

な感染症対策を徹底する。 

 

３ 教育活動に関すること 

 ●一人一台の学習用端末を活用した教育活動の推進を図ること。 

（１）給食等や休憩時間における感染症予防策の徹底 

  〇幼児・児童・生徒等が対面して喫食する形態を避け、黙食を行う。 

（２）オンライン学習等への準備及び実施について 

対面での指導を基本とするが、当面の間、感染不安等により登校できない児童・生徒や、濃厚接触者



に指定されて出席停止になっている児童・生徒等に対しても、オンラインを活用することにより、学び

の継続に努め、登校における対面指導と家庭におけるオンライン学習等を組み合わせて実施をする。ま

た、各学校においては学級閉鎖や臨時休業等の対応をすることになった際は、「Teams」を活用してオン

ライン学習等の推進、子どもとのつながりの維持等に努めること。 

（３）各教科等の指導内容・方法及び保育内容・方法について 

  ○飛沫感染の可能性が高い教育活動については、感染症対策を徹底した上で、内容や方法を工夫して

実施する。 

○園においては、保育の目的を考慮しながらも、狭い空間や密閉空間での活動とならないこと、手洗

いの指導を徹底するなど配慮するとともに、幼児同士が近距離に接触する活動を極力避けられる

よう、発達段階に応じた活動時間の設定を工夫する。 

○特別支援学級、特別支援教室及び通級指導学級においては、個々の実態に応じて指導方法を見直

し、最大限の配慮をしながら指導を実施する。 

○外部人材を活用した授業・保育等は、感染症対策を講じた上で、可能な範囲で実施することができ

る。 

（４）放課後や休日における感染症予防策及び生活指導の徹底 

○外出する場合は少人数で、混雑している場所や時間を避ける。都県境を越える移動の際は、基本的

な感染症対策を徹底する。 

（５）児童・生徒等への個別の配慮 

  〇特に配慮が必要な児童・生徒等に対しては、必要に応じて個別に対応する。 

  〇感染予防や感染不安により登校できない児童・生徒等については、健康状態や学習状況を把握する

とともに、オンライン等を活用するなどして学校の学習内容や課題を伝えるなど個別に対応する。

この場合の出欠の扱いについては、校長が出席しなくてもよいと認める日として扱うことができ

る。 

  〇令和３年４月 22日付３教指企第 188 号「児童・生徒の自殺予防に係る取組について（通知）」に基

づき、児童・生徒等の小さな変化を見逃さないようアンケートを実施したり、保護者や地域に対し

て、家庭における見守り等を依頼したりする。また、児童・生徒等に少しでも気になる様子が見ら

れる場合は、学校や相談機関に相談するよう周知する。 

（６）学校行事等について 

〇児童・生徒が学年を超えて一堂に集まって行う行事は、感染状況を踏まえ、実施の方法・内容等に

ついて工夫する。 

○体育的行事、文化的行事の実施にあたっては、熱中症等にも留意した上で、必要な感染症対策を講

じ、内容や方法を工夫して実施する。 

〇校外での活動にあたっては、参加人数や移動手段、活動内容等について、感染症対策を踏まえた工

夫を行う。 

○実施にあたっては十分に保護者の理解を得て行うこと。 

○宿泊を伴う活動は、集団で旅行することに伴う感染リスク等を踏まえ、感染症対策を徹底した上で

実施する。実施に際して、引率する教職員は事前に抗原検査を実施する。詳細は別途通知する。 

（７）部活動について 

  ○感染症対策を講じ、生徒の安全を最優先にした上で、全ての部活動の実施を可とする。ただし、接



触等を伴う活動等において、可能な限りの感染症対策を講じても生徒の安全を確保することがで

きない場合は、実施を控える。 

  ○同一部内で感染者が同時期に複数発生する等、部活動での感染拡大を疑う場合は、活動を一旦休止

し、状況を確認して対応を検討する。 

  〇都教育委員会の運動部及び文化部の「部活動の在り方に関する方針」に基づくとともに、感染症対

策を十分に講じ、生徒の安全を最優先する。 

○都内及び都外における大会、演奏会への参加や、対外試合・合同練習等は可とし、実施の際は、生

徒の健康観察を確実に行う等、感染症対策を徹底する。都外での活動については、訪問先の感染状

況等に配慮し、事前に関係学校等と調整の上、実施すること。 

〇大会等に参加する場合や定期演奏会等を実施する場合、各学校において、保護者に対し大会等への

出場に関する通知を発出した上で、生徒・保護者の同意書を得るとともに、出場する大会等の初日

を起算日として 14日前から大会等終了まで、各学校において、必ず毎日、生徒の健康観察を行う。 

〇大会等参加中は、保護者等との連絡が直ちに行えるよう、緊急連絡先を把握しておくとともに、大

会等参加中の緊急連絡があることについても保護者に周知しておく。 

  ○保護者に対して、活動先等での感染症対策や生徒に発熱や風邪等の症状がみられた場合の対応等

（特に保護者への引き渡し等）に関する十分な説明を行う。 

  ○更衣室や部室、屋内の活動場所は、必ず定期的に換気を行い、生徒を小グループに分けて短時間で

利用することとし、密集した状態とならないよう工夫する。 

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を徹底する。 

・感染リスクの高い活動は内容や方法を工夫して実施する。接触等を伴う活動等において、可能な

限りの感染症対策を講じても生徒の安全を確保することができない場合は、実施を控える。 

・部活動を行う前には、顧問等による健康観察はもとより、生徒に自らの体調管理を確実に実施す

るよう指導する。 

・体育館の換気は、ドア・窓を２方向に定期的に開放する。複数の部活動が体育館を時間差で使用

する場合には、入れ替わり時に、特に十分に換気を行う。 

・プレー中以外はマスクを正しく着用する、マスクを外す場面で円陣を組む等、他者との距離が十

分に取れない場面での発声はしない、プレー終了後等の会食はしない、休日等に練習を行う場合

は昼食時間を避けて行うなど、感染症対策を徹底する。 

・マスクの着用については、熱中症の防止等に十分留意する。 

・部活動の前後における手洗いを必ず行う。手洗いができない場合は、アルコールによる手指消毒

を行う。 

・部活動実施前後の更衣時には、マスクを正しく着用し、密集を避けるとともに、会話は控える。

また、部活動終了後は速やかに帰宅する。 

・顧問、外部指導者においても、マスクを正しく着用して（不織布マスクを推奨）指導する等、感

染症対策を徹底する。 

・大会等の参加に伴い、やむを得ず食事をとる場面では、換気、生徒同士の席の間隔の確保、黙食

を徹底する。 

 

 



 

 

 

○学務課学校運営係   

TEL 03-5211-4357  

○指導課指導主事    

TEL 03-5211-4286  

○指導課管理係   

TEL 03-5211-4285  

○子ども支援課    

TEL 03-5211-4229 



【別紙】

リバウンド警戒期間延長に係る前回通知（４月 22日付）からリバウンド警戒期間終了に係る今

回通知（５月 23 日付）への変更点

２ 基本的な感染症対策の実施について

令和４年４月 22 日４千子指導収第 181 号 令和４年５月 23 日４千子指導収第 396号

（１）幼児・児童・生徒等に対する指導

②マスクの正しい着用の徹底

○マスクの着用を徹底するとともに、マスクについ

ては、不織布マスクが高い効果をもつことを踏ま

えて、不織布マスクの使用を推奨する（鼻と口を

隙間なく覆う）。なお、マスクの着用については、

着用が難しい場合など個々の児童・生徒の事情に

応じた配慮を行う。

（１）幼児・児童・生徒等に対する指導

②マスクの正しい着用の徹底

○マスクの正しい着用を徹底する。マスクの着用に

ついては、熱中症の防止等に十分留意の上、適切

に対応する。

○マスクについては、不織布マスクが高い効果をも

つことを踏まえて、不織布マスクの使用を推奨す

る（鼻と口を隙間なく覆う）。なお、マスクの着

用については、着用が難しい場合など個々の児

童・生徒の事情に応じた配慮を行う。

⑤感染予防に関する指導

〇授業終了後は寄り道をせず、速やかに帰宅するよ

う指導する。

※記載なし

⑤感染予防に関する指導

○感染症対策の必要性と具体的な取組を教員、児

童・生徒等、保護者間で共有する。また、新入生

や転入生及びその保護者に対しても周知する。

⑤感染予防に関する指導

○感染症対策の必要性と具体的な取組を教員、児

童・生徒等、保護者間で共有する。

（２）家庭における感染症対策の依頼

〇３密の回避、正しい手洗い、手指消毒、マスクの

着用（不織布を推奨。鼻と口を隙間なく覆う）を

徹底する。

（２）家庭における感染症対策の依頼

〇３密の回避、正しい手洗い、手指消毒、マスクの

正しい着用（不織布を推奨。鼻と口を隙間なく覆

う）を徹底する。マスクの着用については、熱中

症の防止等に十分留意する。

（３）教職員等の健康管理の徹底

②正しいマスクの着用

○マスクについては、不織布マスクが高い効果をも

つことを踏まえて、不織布マスクの使用を推奨

し、正しくマスクを着用する（鼻と口を隙間なく

覆う）。

（３）教職員等の健康管理の徹底

②正しいマスクの着用

○マスクについては、不織布マスクが高い効果をも

つことを踏まえて、不織布マスクの使用を推奨

し、正しくマスクを着用する（鼻と口を隙間なく

覆う）。マスクの着用については、熱中症の防止

等に十分留意する。



（３）教職員等の健康管理の徹底

④勤務時間外における感染症予防策の徹底

〇３密の回避、正しい手洗い、手指消毒、マスクの

着用（不織布を推奨）を徹底する。

（３）教職員等の健康管理の徹底

④勤務時間外における感染症予防策の徹底

〇３密の回避、正しい手洗い、手指消毒、マスクの

正しい着用（不織布を推奨）を徹底する。マスク

の着用については、熱中症の防止等に十分留意す

る。

３ 教育活動に関すること

令和４年４月 22 日４千子指導収第 181 号 令和４年５月 23 日４千子指導収第 396号

（１）給食等や休憩時間における感染症予防策の徹

底

〇喫食の際、マスクは喫食直前に外し、黙食を行う。

喫食後は速やかにマスクを着用する。

〇幼児・児童・生徒等が対面して喫食する形態を避

け、会話はしない。

（１）給食等や休憩時間における感染症予防策の徹

底

〇幼児・児童・生徒等が対面して喫食する形態を避

け、黙食を行う。

（２）オンライン学習等への準備及び実施について

対面での指導を基本とするが、当面の間、感染不

安等により登校できない児童・生徒や、濃厚接触者

に指定されて出席停止になっている児童・生徒等に

対しても、オンラインを活用することにより、学び

の継続に努め、登校における対面指導と家庭におけ

るオンライン学習等を組み合わせて実施をする。ま

た、各学校においては学級閉鎖や臨時休業等の対応

をすることになった際を想定して、「Teams」を活用

したてオンライン学習等の推進、子どもとのつなが

りの維持等の準備を進めること。

（２）オンライン学習等への準備及び実施について

対面での指導を基本とするが、当面の間、感染不

安等により登校できない児童・生徒や、濃厚接触者

に指定されて出席停止になっている児童・生徒等に

対しても、オンラインを活用することにより、学び

の継続に努め、登校における対面指導と家庭におけ

るオンライン学習等を組み合わせて実施をする。ま

た、各学校においては学級閉鎖や臨時休業等の対応

をすることになった際は、「Teams」を活用したてオ

ンライン学習等の推進、子どもとのつながりの維持

等に努めること。

（４）放課後や休日、ゴールデンウィーク期間中

における感染症予防策及び生活指導の徹底

〇放課後は寄り道をせず、速やかに帰宅する。

（４）放課後や休日における感染症予防策及び生

活指導の徹底

※記載なし

（４）放課後や休日、ゴールデンウィーク期間中

における感染症予防策及び生活指導の徹底

〇ゴールデンウィーク期間中についても、児童・

生徒の健康管理を徹底するなどの感染症対策を

徹底する。

〇児童・生徒や保護者への注意喚起を行うに当た

（４）放課後や休日における感染症予防策及び生

活指導の徹底

※記載なし



っては、「ゴールデンウィーク用感染症対策チェ

ックリスト」を活用する。

（６）学校行事等について

※記載なし

（６）学校行事等について

○体育的行事、文化的行事の実施にあたっては、熱

中症等にも留意した上で、必要な感染症対策を講

じ、内容や方法を工夫して実施する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を

徹底する。

・プレー中以外はマスクを正しく着用する、マスク

を外す場面で円陣を組む等の発声はしない、プレ

ー終了後等の会食はしない、休日等に練習を行う

場合は昼食時間を避けて行うなど、感染症対策を

徹底する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を

徹底する。

・プレー中以外はマスクを正しく着用する、マスク

を外す場面で円陣を組む等、他者との距離が十分

に取れない場面での発声はしない、プレー終了後

等の会食はしない、休日等に練習を行う場合は昼

食時間を避けて行うなど、感染症対策を徹底す

る。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を

徹底する。

※記述なし

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を

徹底する。

・マスクの着用については、熱中症の防止等に十分

留意する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を

徹底する。

・部活動実施前後の更衣時には、必ずマスクを着用

し、密集を避けるとともに、会話は控える。また、

部活動終了後は速やかに帰宅する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を

徹底する。

・部活動実施前後の更衣時には、マスクを正しく着

用し、密集を避けるとともに、会話は控える。ま

た、部活動終了後は速やかに帰宅する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を

徹底する。

・顧問、外部指導者においても、マスクを必ず着用

して（不織布マスクを推奨）指導する等、感染症

対策を徹底する。

（７）部活動について

〇部活動の実施に当たっては、以下の感染症対策を

徹底する。

・顧問、外部指導者においても、マスクを正しく着

用して（不織布マスクを推奨）指導する等、感染

症対策を徹底する。



４ 学校運営の継続計画の作成について

令和４年４月 22 日４千子指導収第 181 号 令和４年５月 23 日４千子指導収第 396号

４ 学校運営の継続計画の作成について

〇変異株の強い感染力を踏まえ、教職員の感染者や

濃厚接触者が増えた場合にも、学校機能を維持し

ながら学びの保障を継続するため、学校の規模等

に応じて体制を整備する。

〇出勤できない教職員の割合に応じた業務の精選

と役割分担・応援体制をあらかじめ整備する。

〇授業（登校形態、オンラインの活用など）、学校

行事、課外活動、給食等について、具体的に計画

を立てる。

※記述なし
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いじめ、不登校、白鳥教室の状況（令和４年4月末の報告）

校種 学年
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教 育 委 員 会 資 料

令 和 ４ 年 ５ 月 ２ ４ 日

指 導 課

４月は授業日数が３０日に満
たないため、不登校報告はあ
りません。



教育委員会行事予定表

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

5 24 火 15:00～ 教育委員会定例会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

5 25 水

5 26 木

5 27 金 10:00～ 指導課訪問　お茶の水小学校 お茶の水小学校

5 28 土

5 29 日

5 30 月 10:00～ 指導課訪問　九段幼稚園 九段幼稚園

5 31 火

6 1 水

6 2 木

6 3 金 10:00～ 教育委員訪問　富士見小学校　◎ 富士見小学校 教育委員出席

6 4 土

6 5 日

6 6 月

6 7 火

6 8 水

6 9 木

6 10 金 10:00～ 指導課訪問　昌平幼稚園 昌平幼稚園

6 11 土

6 12 日

6 13 月 10:00～ 教育委員訪問　麹町幼稚園　◎ 麹町幼稚園 教育委員出席

6 14 火 15:00～ 教育委員会定例会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

1

Administrator
テキストボックス
教育委員会資料
令和4年5月24日
子 ど も 総 務 課



教育委員会行事予定表

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

6 15 水

6 16 木

6 17 金

6 18 土

6 19 日

6 20 月 10:00～ 指導課訪問　昌平小学校 昌平小学校

6 21 火

6 22 水 午後 保幼小合同研修会【麹町地区】　◎ 九段小学校・幼稚園 教育委員出席

（調整中）

6 23 木

6 24 金

6 25 土

6 26 日

6 27 月

6 28 火 15:00～ 教育委員会定例会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

6 29 水

6 30 木

7 1 金

7 2 土

7 3 日

7 4 月

7 5 火

2



教 育 委 員 会 資 料
令和4年5月24日

子 ど も 総 務 課

開催日・
開催期間

住所は区立施設以外のみ記入 区以外が主催のとき

1
児童・家庭
支援センター

子育てサポートが受けられる
利用会員登録説明会

自宅へ子育て・家族支援者を派遣
し、宿泊や病後児の保育なども行
う、千代田子育てサポート事業の利
用会員登録説明会。

6月24日(金)
10時30分～
11時30分

あい・ぽーと麹町
(三番町7)

NPO法人
あい・ぽーとステーション

2
児童・家庭
支援センター

「親と子の絆プログラム  」年長から小学生
低学年を乗り切るスキル講座

小学校入学により子どもの生活は大
きく変わります。スマホは？ゲーム
は？子どもの困りごとは？等々保護
者同士で情報交換し子どもとの良い
コミュニケーションを身につけま
す.第3回にはｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄも学びま
す。

6月28日（火）、7月5日
（火）、12日（火）10時
～12時

四番町児童館

3 指導課 教科書展示会を開催します
小学校・中学校・中等教育学校の教
科書の展示会を開催。

6月10日～6月23日 千代田図書館第3研修室

4 文化振興課 第31回千代田区文化連盟展
15サークルによる絵画・書道・写真
等の展示

6月5日（日）～12日
（日）11時～18時※最終
日は16時まで

九段生涯学習館 千代田区文化連盟

5 文化振興課
図書フロア企画展示
「緑の本棚」

「緑」という言葉から連想されるイ
メージをテーマごとに展示。

5月17日(火）
～9月16日（金）

日比谷図書文化館 日比谷図書文化館

6 文化振興課
四番町図書館
おはなし会

毎月開催している四番町図書館のお
はなし会。

毎週土曜日11時～ 四番町図書館 四番町図書館

7 文化振興課
アーツ千代田3331特別企画展「山王祭と江戸
東京－坂道を行列がゆく町－」

山王祭に関する特別企画展。
5月28日（土）〜6月12日
（日）11時～18時30分

アーツ千代田3331（外神田
6-11-14）

アーツ千代田3331

「広報千代田」
6月5日号広報原稿一覧

子ども部・地域振興部（文化振興課、生涯学習、スポーツ課）　13件

課 件　　　名
事　業　の　概　略
（体言止めで記入）

と　き 主催者会場
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8 文化振興課 かえっこバザールin千代田
遊ばなくなったおもちゃをカエルポ
イントに換えて、別のおもちゃと交
換（かえっこ）して遊ぶ

7月2日（土）10時～16
時、7月3日（日）10時～
16時

アーツ千代田3331（外神田
6-11-14）

アーツ千代田3331

9
生涯学習・ス
ポーツ課

すぽすたちよだクラブ　スタディ（文化学
習）プログラム

すぽすた会員でない方も参加できる
講座を開催する
Let’s study 「金継ぎ」
持参した欠けた器を金継ぎする

6月18日（土）18時～20
時

スポーツセンター 九段生涯学習館

10
生涯学習・ス
ポーツ課

ちよだ生涯学習ガイドブック2022を配布
区内で実施する生涯学習関連の講座
や講習会、イベント、施設、刊行物
などをまとめたガイドブックを配布

6月中旬頃 九段生涯学習館 九段生涯学習館

11
生涯学習・ス
ポーツ課

区民自主企画運営講座
ライティングスキルが身に付く！初めて小説
を書く人のための基礎講座

小説を書くための基礎を学びなが
ら、現代社会の必須スキル「書く
力」を磨く講座を実施

①7月21日②8月4日③8月
18日④9月1日⑤9月15日
いずれも木曜日

九段生涯学習館 九段生涯学習館

12
生涯学習・ス
ポーツ課

ラジオ体操夏期講習会
区内在住・在勤者を対象としたラジ
オ体操講習会の周知

7月2日(土)18時～ 九段生涯学習館 千代田区体育協会

13
生涯学習・ス
ポーツ課

ふれあい親善ゲートボール大会
区内在住・在勤者を対象としたゲー
トボール大会を実施

6月26日(日)8時30分～ 外濠公園総合グラウンド 千代田区体育協会
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